
人間総合学群 住空間デザイン学類 

氏名 茂木 弥生子 職名 教授 専攻分野 建築 学位名 修士（工学） 

 主要業績（著書・研究論文併せて５点以内） 

（研究論文） 

・「建築家の設計による戸建住宅の二時点比較」駒沢女子大学研究紀要第 25 号,pp.191～199,2018 年 12

月（単著） 

 

（研究発表） 

・「住宅設計における建築家の内装材選定プロセスについて」日本建築学会大会学術講演梗概集 社会シ

ステム,pp.261～262,2018年 9月（共著） 

 

（その他） 

・企画運営：「UDMプロジェクト」 2004年～現在（協働） 2009年度グッドデザイン賞特別賞受賞 

・設計協力：「モデルハウスの企画・設計コーディネート」（東京ガス株式会社） 2010年（協働） 

・設計協力：2009年 1月～2010年 7月「健康維持増進住宅コンペティション」（東京ガス株式会社）（協

働）第 1回最優秀賞受賞／第 2回最優秀賞受賞 

 最近５年間の業績（2018年度～2022年度） 

（研究論文） 

・「建築家の設計による戸建住宅の二時点比較」駒沢女子大学研究紀要第 25 号,pp.191～199,2018 年 12

月（単著） 

 

（研究発表） 

・「住宅設計における建築家の内装材選定プロセスについて」日本建築学会大会学術講演梗概集 社会シ

ステム,pp.261～262,2018年 9月（共著） 

・「住宅設計における建築家の家具に対する意識」日本インテリア学会研究発表梗概集 30 号,pp.33～

34,2018年 10月（共著） 

・「日本の素材・技術を活用したキッチンの開発」日本インテリア学会研究発表梗概集 30 号,pp.15～

16,2018年 10月（共著） 

・「建築雑誌における建築家の設計による戸建住宅の三時点比較」日本建築学会大会学術講演梗概集 社

会システム,pp.277～278,2019年 9月（共著） 

・「建築雑誌における建築家の設計による戸建住宅の 4 時点比較と東京 23 区の傾向」日本建築学会大

会学術講演梗概集 社会システム,pp.31～32,2020年 9月（共著） 

 

（講演・シンポジウム） 

・2021年 6月「老後に備える！バリアフリーな住まいづくり」（ハウスクエア横浜） 

・2021年 9月「シニア世代が安全に暮らすリフォームのポイント」（ハウスクエア横浜） 



・2022年 9月「シニア世代も安心できる住まいづくりのポイント」（ハウスクエア横浜） 

 

（社会的活動） 

・2012年 4月～現在 「UDMプロジェクト」実行委員 

 


